
25th anniversary year

バーチャル展示会の活用～旭化成ホームズ『へーべリアンネット祭典』参加いたします。
私たちセキュラは、これまで旭化成ホームズ様が開催されてきた『お役立ちフェア』に１０年以上もの長い間に渡って参加させていただきました。当フェアは関東圏だけに止まらず中

部、関西、西日本エリアなど全国各地で開催されております。そして、これまで当フェアを通じて３，０００世帯以上のお客様にマイロックをご導入いただいてきたことに対して感謝の念

に堪えません。しかし、残念ながら、今日のコロナ禍のもと、感染拡大防止のために、フェアの開催が中止・延期されている状況です。そこで、ヘーベルハウスのオーナー様向けサイト

である「へーべリアンネット」の中で『へーべリアンネット祭典』と題してバーチャル展示会を実施されています。８月・９月に実施された第一弾を受けて、新たに１１月より第二弾が開催

されることが決定し、セキュラもお声掛けいただき参加することとなりました。未だ多人数が集まる集会や展示会などが自粛されている中で、このようなバーチャル（ＷＥＢ）展示会を開

催される企業様も増えてきています。きっかけはコロナ禍の下、緊急措置的に広がっているバーチャル展示会ではありますが、先の未来を見据えた場合、実際の展示会とバーチャル

展示会双方のメリットをミックスさせた新しいスタイルが確立される日が来るのではないでしょうか。

右上）夏に開催された『へーべリアンネット祭典２０２０ ＳＵＭＭＥＲ』。多くの反響があり、今回の

第二弾開催となりました。商品紹介のデジタルカタログと企業様によっては動画も製作され、第一

弾よりさらバラエティに富んだパワーアップした内容となる予定です。

担当者と直接話し、実際の商品を目で見て触って実際に動かしてみて、商品の良さを五感で体

感することができる、それが展示会の最大の長所です。



25th anniversary year

今月の言葉 心配とは、行動の不足から起こるものである。

今年の２月にお亡くなりなった元プロ野球選手、監督の野村克也氏の言葉です。

野村氏は現役時代、監督時代を含め、たくさんの言葉を残してこられましたが、その基本には野

球選手である前に人間として社会人としての教育がもっとも大切であるという考えがありました。

その中の一つとして今回の言葉をご紹介します。

私たちは心配事や不安に心を悩まされることがあります。たとえば野球選手であれば「きちんと

打てるだろうか・・・」「コントロールミスをしないだろうか・・・」、私たちの普段の仕事であ

れば「何かトラブルが起きないだろうか・・・」「納期に間に合うだろうか・・・」等々、心配や

不安の種は尽きません。しかし、その心配や不安はいくら頭で考えても消えることはなく、悪いこ

とにその種は次の心配・不安を呼び起こしてしまいます。

そんな時は得てして行動量が足りていないことが多いそうです。今一度、不安や心配が尽きるま

でやるべきことをやったのか自分の胸に問い合わせてみましょう。考え過ぎて何もしないより、ど

んなことでも良いから行動を起こしてみると、上手くいくこと上手くいかないことを繰り返しなが

らも次第に自分のやるべきことが明確になっていくそうです。

コロナ禍のもとで私たちの働き方や生活様式は変化してきています。働き方については近年の労働人口の減少を見据えた「働き方改革」のもとに労働時間の短縮、有給休暇の取得

などの労働環境の改善、労働生産性の向上などと合わせて「個々の事情に応じた柔軟な働き方」が模索され始めたばかりでしたが、今回のコロナの影響により進化のスピードが速ま

ることが予想されており、また、その変化への対応が企業に求められています。下記を一例として、今後も新たな方式が生まれてくると思われます。

私たちセキュラは、多くの不動産会社様とお付き

合いさせていただいておりますが、ＩＴを活用した

接客は今後もますます進んでいくようです。


